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朝夕の寒さが身にしみる季節となってきました。「師走」の言葉とともに、

なんとなくせわしさを感じます。大島中学校で共に過ごせる日々も残りあと

わずか。友達と共有できる時間を大切にしてほしいと思います。 

 先日の三者面談では、大変お世話になりました。Web出願の手続きもあり

がとうございます。三者面談を通して私立受験校が決まったり、県立高校へ

の見通しをもったりしたことで、学習の取り組みに真剣さが増した生徒が多くなったように感じて

います。一方、度重なる試験によってストレスを感じることや、受験勉強の悩みなど、不安を抱える

時期でもあります。生徒たちが安心して学校生活を送り、集中して学習に取り組むことができるよ

う、学年スタッフ全員で支援していきます。  
 

 

１２月の行事予定 

１ 木 芸術鑑賞会 1７ 土  

２ 金  1８ 日  

３ 土 新樹祭※弁当持参 1９ 月  

4 日  2０ 火  

5 月 振替休業日 2１ 水  

6 火 月曜日課 常置委員会 2２ 木 給食終了 

7 水  2３ 金 授業終了日 ３時間授業 

8 木  2４ 土 茨城県アンサンブルコンテスト 

9 金 生徒会役員選挙 私立Web 出願最終日 2５ 日  

10 土 TBSこども音楽コンクール東日本優秀演奏発表会 2６ 月 高専推薦入試出願最終日 

11 日  2７ 火  

12 月 租税教室 口座引落日 2８ 水 学校閉庁日 

13 火 実力テスト 2９ 木 年末休業日 

14 水  3０ 金 年末休業日 

15 木  3１ 土 年末休業日 

16 金     

※新型コロナウイルス等感染症の影響により，予定が変更になることがあります。 

国際理解教育講演会を行いました。 
 JICA職員で、本校の卒業生でもある小野明子さんをお招きし、JICA国際協力隊として活動した

マラウイ共和国での貴重な体験談をお話していただきました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



国際理解教育講演会の感想 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

《私立高校受験に際する確認とお願い》 
※ 受験票の印刷はご家庭でお願いいたします。 

※ 受験当日は、教員の引率はありません。心構えや持ち物についての事前指導は行いますが、会場

までの経路や準備物の確認等のご協力をお願いいたします。 

※ 受験当日、体調不良等で受験が困難なときは、まず、受験校に連絡をし、その後大島中学校にご

連絡ください。また、交通機関の影響で遅れそうなときも同様に連絡をお願いします。 

受験の途中で生徒の体調が悪くなり、受験を続けることが難しい場合、保護者の方々にお迎え

をお願いすることになります。 

 

 

 

 

 

 

 

○冬休みに服装、持ち物の確認をお願いします。 

  １ スカート丈(膝が隠れる長さ）            

２ 学生服のズボン、ボタン 

  ３ 髪型(前髪が目にかからない，清潔感のある髪型） 

 ４ リュックに付けるキーホルダー（自分のものだと分かるように１つ。） 

 ５ 上靴（汚れやかかとの折れがないか。サイズが小さくなっていないか。） 

 他に、筆箱や筆記用具等、文房具についても声をかけているところです。入試直前に慌てて

準備することがないよう、お願いいたします。 

・日本人が様々な国で活躍していることがわかった。物を与えるのではなくその方法を教えてあげるということが印

象に残った。 

・私は今回の講演会を聴くまで貧しい国があることやそれを助けるための団体があることは知っていましたが、ちゃ

んとした JICA 海外協力隊があることは知らなかったので、活動内容などを知れてとてもいい機会だったと思った。 

・世界の人々がどんな環境でどんな生活をしているのか、初めて知れたことがたくさんあった。病気にかかってしま

う人たちがたくさんいるあの国で、治す人はすごく貴重だから、本当に素敵なお仕事だと思った。自分にもできる

ことがあれば取り組んでいきたい。 

・JICA の活動の内容と経験からくるお話を聞くことができた。発展途上国は生活環境や衛生状況が本当に悪いこと、

経済的に自分の生活とは比べられないくらい苦しい生活をしていることが改めてわかり、それを少しでも改善する

ためにフェアトレードの製品を買ったり募金をしたりと自分たちにもできることをしたいと思った。 

・日本の生活や町並みと全然違ってびっくりした。色々な国のことに目を向けるということが中々なかったのでいい

お話が聞けてよかったなと思った。病院の数が少なかったり、安全な水が手に入らなかったり、多くの人が苦しん

でいて、今の自分の生活のありがたさや幸せさを改めて実感することができたなと思った。 

・僕が最も印象に残ったのは病院の数がとても少ないというところだ。病院が少ないと、民間人にとっても不便だし、

治る病気も治らなくなり、下手したら死に至ることだってあるかもしれない。これは解決していかないといけない

ものだと思った。医療は誰でも平等に受けられようになってほしいと思った。世界中の様々な不平等をなくすため

にできる小さなことでもしていきたいと思った。 

・世界中には、まだ貧しく暮らしている人がたくさんいると改めて分かることができ、その貧しい人々のために働い

ている小野さんたちは、とてもすごいなと思いました。私も寄付や募金など、世界中の人々のためにできることは

したいなと思いました。 

・実際に海外で二年間もの間生活した小野さんの話は、とてもリアリティーがあり、自分の中の「当たり前」の定義

を変えてくれた。海外には学校にもいけない子どもたちがたくさん居るなかで、こうしてその子供たちについて学

んでいる僕達がなにかしていくべきだと思った。 


